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一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
本
市
の

行
政
事
務
全
般
に
つ
い
て
、

議
員
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

な
ど
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

議
案
と
は
何
ら
関
係
な
く
、

自
由
に
質
問
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
も
お
越
し

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

３
月
定
例
会
で
は
、
18
名
の
議
員
が
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
で
は
、
そ
の
質
問
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

火葬場や共同墓地の
設置や助成は
日本共産党
広垣　栄治

「持続可能な建設業」に向けた建設従事者の処遇改善
と地域建設業振興について／西山キャンプ場について

その他の
一般質問

その他の
一般質問

加速的な基幹管路の
耐震化を
輝（かがやき）
冨田　達也

住宅の在り方と空き家対策／阪急長岡天神駅
周辺整備　　　　　　　　　　　　　　　　

問
（
議
員
）
　
本
市
に
は
、
火
葬
場
や
共
同
墓
地
が
な
い
が
、

設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
火
葬

場
が
あ
る
地
域
住
民
と
の
間
で
利
用
料
に
格
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
火
葬
場
の
な
い
自
治
体
で
は
、
火
葬
料
の
助
成
を
行

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
で
も
、
独
自
に
葬
祭
費
用
助
成
金

に
火
葬
料
の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
長
岡
京
市
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る

規
則
は
、
火
葬
場
の
設
置
や
共
同
墓
地
の
設
置
に
つ
い
て
、

交
通
の
頻
繁
な
道
路
や
人
家
な
ど
に
近
接
し
た
場
所
で
な
い

こ
と
な
ど
を
基
準
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
基
準
に
適
合

す
る
設
置
場
所
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
市
内
に
新
た
な
火
葬

場
や
共
同
墓
地
の
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
火
葬

料
補
助
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
葬
祭
費

と
し
て
各
５
万
円
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
の
補

助
を
行
う
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。　
　
　

問
（
議
員
）
　
本
市
の
基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は
、
全
国
お

よ
び
京
都
府
平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
が
、
上
下
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
け
る
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
52
％
、

令
和
11
年
度
が
55
％
と
耐
震
化
の
速
度
は
非
常
に
遅
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
基
幹
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
加
速

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答
（
市
側
）
　
基
幹
管
路
の
耐
震
化
は
、
道
路
管
理
者
や
ほ
か

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
埋
設
位
置
等
の
協
議
に
時
間
を

費
や
す
こ
と
や
多
額
の
工
事
費
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
全

て
の
基
幹
管
路
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
限
ら
れ
た
財
源
で
合

理
的
な
計
画
に
基
づ
き
優
先
順
位
を
検
討
し
、
着
実
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
、
水
道
事
業
の
経
営
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
。
今
後
も
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
工
事
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ほ
か
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
も
調
整
し
、

工
事
時
期
の
前
倒
し
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
令
和
11

年
度
の
計
画
目
標
55
％
を
上
回
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

生成ＡＩ作
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災害時を想定した
防災井戸の設置は
長岡京未来の会
小谷　宗太郎

定員管理計画について　　　　　　　　　　
　 　

その他の
一般質問

今後の水道施設
耐震化の対策は
平成同志クラブ
田村　直義

行政運営に関して　　　　　　　　　　　　その他の
一般質問

住宅耐震化率向上に
向けた取り組みは
日本共産党
住田　初恵

訪問介護報酬引き下げについて／ＪＲ長岡京
駅東口賑わい広場整備について　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
災
害
時
に
お
い
て
、
洗
い
物
や
排
せ
つ
物
処
理

な
ど
に
使
う
水
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
や
公
園
な
ど
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
避
難
所
で

は
、
同
じ
水
源
に
利
用
が
集
中
す
る
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
近
く
や
、

ト
イ
レ
設
備
の
あ
る
公
園
に
、
誰
も
が
い
つ
で
も
使
え
る
防

災
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
市
と
し
て
ど

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
現
在
、
市
が
整
備
を
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
、
下
水
道
施
設
が
使
用
制
限
と
な
っ
た
場
合
で
も
３

日
程
度
貯
留
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
ト
イ

レ
利
用
時
は
貯
留
期
間
が
短
く
な
ら
な
い
よ
う
水
を
流
さ
な

い
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
近
く
に
防
災
井
戸
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
公
園
に
つ
い
て
も
、
短
期
間
の
避
難
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
防
災
井
戸
の
設
置
は
検
討
し
て
い
な
い
。　

問
（
議
員
）
　
国
は
、
水
道
管
や
浄
水
施
設
の
技
術
的
基
準
と

し
て
、
震
度
７
相
当
の
地
震
で
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
程
度
の
耐
震
化
を
各
自
治
体
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、

水
道
事
業
を
担
う
自
治
体
の
財
政
難
や
人
材
不
足
な
ど
の
理

由
か
ら
全
国
的
な
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
本
市

に
お
け
る
水
道
施
設
全
般
の
耐
震
化
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
今
後
の
耐
震
化
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
本
市
の
浄
水
施
設
お
よ
び
配
水
池
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
多
額
の
工
事
費
や
埋
設
位
置
な
ど
の
協
議
に
長
い
期
間
が

か
か
る
基
幹
管
路
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
が
遅
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
今
後
も
耐
震
化
の
優
先
順
位
を
検
討
し
、
災
害

時
に
影
響
が
大
き
い
管
路
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
の
耐
震
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
始
ま
る
後
期
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
、
上
下
水
道

事
業
審
議
会
で
審
議
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
る
。　
　

問
（
議
員
）
　
国
は
、
基
本
方
針
に
お
い
て
地
震
に
よ
る
想
定

死
者
数
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
耐
震
性

が
不
十
分
な
住
宅
を
お
お
む
ね
解
消
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
長
岡
京
市
も
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
に
住
宅
の
耐
震
化
率
を
95
％
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と
あ
る
。
目
標
を
達
成
す
る

に
は
、
耐
震
化
が
で
き
な
い
個
々
の
理
由
や
事
情
を
把
握
し

て
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
所
有

者
が
、
自
ら
の
生
命
・
財
産
は
自
ら
守
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
主
体
的
に
耐
震
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
耐
震
化
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
住
宅
所
有
者

に
対
し
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
に
係
る
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
に
よ
り
住
宅

所
有
者
が
耐
震
化
を
進
め
や
す
い
よ
う
支
援
し
て
い
る
。　

共同墓地
地域が管理し、その地域に住む人が使用できる墓

地のことです。近年では家族や親族以外と一緒に入
るお墓（合祀墓）としての意味合いもあります。　

基幹管路
導水管（水源から浄水場までをつなぐ水道管）・

送水管（浄水場から配水池までをつなぐ水道管）・
配水本管（配水池から各家庭までの水道管のうち、
口径が一定以上のもの）のことをいいます。　　　
水道水供給の上で、重要な管路であり、これらの

管路が壊れると広範囲で断水が起こります。　　　

長岡京市建築物耐震改修促進計画
長岡京市における住宅・建築物の耐震診断および

耐震改修を促進し、今後発生が予想される地震によ
る建築物の損傷を最小限に防ぐとともに、市民の生
命と財産を守るために、既存の建築物の耐震化を計
画的かつ総合的に促進していくための計画として平
成２０年５月に策定されたものです。　　　　　　

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー

ごう し ぼ



長岡京市議会だより　No.252 12

事業者の住民説明に
おける市の関わりは
日本共産党
二階堂　恵子

放課後児童クラブの現在を問う／災害時の避
難場所について　　　　　　　　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
安
全
で
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を
図
り
、
魅
力

あ
る
都
市
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
長
岡
京
市

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
住
環
境
整
備
に
お
け
る
必
要
事
項
を

定
め
て
い
る
。
条
例
で
は
、
事
業
者
に
対
し
、
必
要
に
応
じ

て
指
導
を
行
う
こ
と
や
、
開
発
に
伴
う
近
隣
住
民
へ
の
説
明

を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
住
民
説
明
会
で
は
、
十
分
な
話

し
合
い
が
難
し
い
こ
と
や
打
ち
切
り
な
ど
の
不
満
を
聞
く
こ

と
も
あ
る
。
市
か
ら
も
説
明
会
に
参
加
し
て
、
事
業
者
や
住

民
の
意
見
を
直
接
、
見
聞
き
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
側
）
　
民
間
に
よ
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
私
人
行

為
で
あ
る
た
め
、
説
明
会
な
ど
で
の
話
し
合
い
は
民
間
同
士

で
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
で
定
め
る
基
準
以
外
の
要
望
な
ど
に
対
し
て
は
、
事
業
者

が
説
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の
事
業
者

が
開
催
す
る
住
民
説
明
会
に
市
職
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は

適
切
で
な
い
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長岡京市の人材確保に
向けた取り組みは
輝（かがやき）
進藤　裕之

――その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
早
期
に
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策

定
し
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
優
秀
な
職
員
の
確
保

が
大
き
な
命
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
長
岡
京
市
役
所
が
魅
力
あ
る
働
き
場

所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
将
来
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

市
民
に
提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
担

う
若
年
層
を
引
き
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
本

市
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
職
員
と
し
て
働
く
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ジ
ョ
ブ
ワ
ー
ク

の
実
施
に
よ
り
、
職
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
技
術
職
に
特
化
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
実
施
し
、
大
変
効
果
の
あ
る
取
り
組

み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プレコンセプションケア
の周知や取り組みは
輝（かがやき）
大伴　塁

地域公共交通について／デジタルディバイド
対策について　　　　　　　　　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
若
い
男
女
が

将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
、
日
々
の
生
活
や
健
康
と
向

き
合
う
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

が
、
性
や
妊
娠
・
出
産
な
ど
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
人
生
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
行
政
の
力
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
周
知
・

理
解
を
高
め
る
た
め
、
市
職
員
へ
の
研
修
や
市
民
へ
の
新
た

な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
新
た
な
概
念

で
あ
り
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
点
に
加
え
、
幅
広
い
分

野
に
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
推
進
す
る
行
政

側
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
。
本
市
で
は
、
保
健
師
な
ど
の

専
門
職
に
対
す
る
研
修
を
通
じ
て
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進
を
打
ち
出
す
京
都
府
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
今
後
、
市
民
の
健
康
教
室
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
理
解
・
周
知
に
努
め
た
い
。　
　
　
　

不登校対策の現状と
今後の取り組みは
平成西山クラブ
上村　真造

京都済生会病院の移転後に関して　　　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
で
は
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
不
登
校
対
策
に
加
え
、

新
た
に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
健
康
観
察
ア
プ

リ
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
成
果
や
次

年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
令
和
５
年
10
月
以
降
、
小
学
校
５

校
、
中
学
校
１
校
に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

不
登
校
支
援
員
を
配
置
し
て
児
童
・
生
徒
へ
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
心
の
変
化
を
早
期
に

発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
目
的
で
全
中
学
校
４
校
、
小
学

校
５
校
に
、
心
と
体
の
健
康
観
察
ア
プ
リ
を
試
験
導
入
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
心
の
変
化
を
早
期
に
発

見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
な
ど
の
報

告
が
あ
が
っ
て
い
る
。
次
年
度
に
向
け
、
不
登
校
支
援
員
の

配
置
校
の
拡
充
や
健
康
ア
プ
リ
の
試
行
導
入
を
継
続
す
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
不
登
校
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。　
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阪急長岡天神駅
東側の整備状況は
平成同志クラブ
三木　常照

ＪＲ長岡京駅東口駅前広場整備に関して／新
庁舎の災害予防に関して　　　　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
阪
急
長
岡
天
神
駅
東
側
区
域
の
整
備
で
は
、
駅

東
自
転
車
駐
輪
場
周
辺
に
暫
定
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
送
迎
目
的
の
路
上
駐
車
の
解
消
な
ど
の

期
待
か
ら
早
期
整
備
が
望
ま
れ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
針
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
長
時
間
の
停
車
へ
の
対
応
も
含
め
た
ロ

ー
タ
リ
ー
の
維
持
管
理
を
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。　
　

答
（
市
側
）
　
暫
定
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
方
針
と
し
て
、
駅
周

辺
の
交
通
課
題
解
消
に
加
え
、
維
持
管
理
費
の
軽
減
や
駐
車

需
要
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
ロ
ー
タ
リ

ー
機
能
と
一
時
駐
車
場
を
併
用
し
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
自

動
車
整
理
場
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

令
和
６
年
度
に
市
営
駐
輪
場
の
解
体
設
計
、
令
和
７
年
度
か

ら
解
体
や
歩
道
、
造
成
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
い
、
令
和
８

年
度
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
自
動
車
整
理
場
を
設
置
し
、
管

理
運
営
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。　
　
　
　

不審者情報などに
関する情報提供は
長岡京未来の会
川口　良江

上半身脱衣での学校健診について　　　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
の
公
園
で
児
童
に
対
し
て
小
型
ナ
イ
フ
を

突
き
つ
け
脅
す
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
は
、
保

護
者
に
情
報
提
供
が
必
要
な
緊
急
性
の
高
い
ケ
ー
ス
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
不
審
者
情
報
な
ど
に
対
し
て
、
保
護

者
な
ど
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
学
校
で
は
ミ
マ
モ
ル
メ
な
ど

が
あ
る
が
、
事
件
が
起
き
た
校
区
の
学
校
と
そ
れ
以
外
の
校

区
で
情
報
に
違
い
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
本
市
に
お
け
る
不

審
者
情
報
の
提
供
の
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　

答
（
市
側
）
　
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
学
校
な
ど
か
ら
状
況
を
確

認
し
た
後
、
各
校
に
情
報
提
供
を
行
い
、
不
審
者
対
応
の
指

導
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
当
該
校
と
も
相
談
の
上
で
保
護
者
へ

情
報
提
供
と
注
意
喚
起
の
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
た
。
こ
う
し

た
情
報
提
供
は
、
正
確
性
や
い
た
ず
ら
に
不
安
感
を
生
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
民
の
安
全
確
保
を
考

え
れ
ば
、
速
報
を
重
視
し
た
対
応
も
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し

た
観
点
も
踏
ま
え
た
情
報
提
供
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

自治会活動の
デジタル化は
公明党
石井　啓子

食品ロス削減に関して　　　　　　　　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
自
治
会
は
、
役
員
の
担

い
手
も
少
な
く
、
活
動
維
持
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住
民
同
士
の
情
報
交
換
の
場
の
創
設

や
、
回
覧
板
を
電
子
回
覧
板
へ
移
行
す
る
な
ど
、
柔
軟
で
多

様
な
連
携
を
可
能
に
す
る
自
治
会
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。　
　

答
（
市
側
）
　
自
治
会
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
回
覧
板
な
ど

従
来
、
役
員
が
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
作
業
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
で
生
活
す
る
上
で
必
要
な
情
報
が
速

や
か
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
や
転
入
者
に
も
自

治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
導
入
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
、
会
長
や
役
員
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
の
担
い
手
で
あ
る
若
い
世
代
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
自

治
会
運
営
の
デ
ジ
タ
ル
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
自
治
会
へ

の
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
を
段
階
的
に
進
め
た
い
と
考
え
る
。　

長岡京市まちづくり条例

住環境の整備について必要な事項を定めることに
より、安全で良好な住環境の形成を図り、すべての
市民に魅力ある都市環境を創出するまちづくり実現
に寄与することを目的とした条例です。　　　　　
具体的には、開発面積や中高層建築物の事業な

ど、一定の基準を超える事業については、近隣住民
への説明会開催や、開発事業計画の周知義務を定め
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プレコンセプションケア

プレ（～の前の）、コンセプション（妊娠・受胎）
という意味から、「妊娠前からのケア」を指し、将
来の妊娠を考えながら女性やカップルが自分たちの
生活や健康に向き合うことです。　　　　　　　　
海外でも世界保健機関（ＷＨＯ）などが、プレコ

ンセプションケアを提唱しています。　　　　　　

自治会のデジタル化

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー
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重層的支援体制の現状
と今後の取り組みは
輝（かがやき）
干場　志都恵

インクルーシブ公園／ひきこもり支援　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
本
市
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
従
来
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
は
対
応
し
切
れ
な
い
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世

帯
へ
の
包
括
的
な
支
援
を
行
う
重
層
的
支
援
を
開
始
し
た
。

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
、
昨
年
の
３
月
議
会

で
は
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
義
務
教
育

期
間
に
限
ら
ず
相
談
の
受
け
止
め
と
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
１
年
が
経
ち
、
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　

答
（
市
側
）
　
教
員
経
験
の
あ
る
、
く
ら
し
連
携
担
当
の
相
談

員
が
、
各
学
校
で
情
報
収
集
を
行
い
、
課
題
を
分
析
す
る
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
福
祉
に
つ
な
ぐ
体
制
が
整
っ
た
。
そ
の
た

め
、
学
校
で
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
家
庭
の
課
題
に
対
し
、

早
期
の
支
援
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み

に
関
し
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
バ
ン
ビ
オ
１
番
館

５
階
フ
ロ
ア
を
活
用
し
、
主
に
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
係
る
教
育
と
福
祉
の
融
合
事
業
を
開
始
予
定
で
あ
る
。　

職員への
市長の姿勢は
日本共産党
小原　明大

東部地域における防災・スポーツ施設計画に
ついて／共生型福祉施設について　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
市
長
は
、
定
住
促
進
・
交
流
拡
大
・
新
陳
代
謝

を
目
標
に
掲
げ
て
市
政
を
進
め
て
お
ら
れ
る
が
、
何
の
た
め

と
い
う
根
本
の
部
分
か
ら
目
標
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、
政
治
の

責
任
に
よ
っ
て
市
民
や
現
場
の
職
員
が
心
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
る
。
市
長
は
職
員
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
大

切
に
し
、
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い

る
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
市
長
就
任
以
後
、
常
に
対
話
の
姿
勢
を
大
切
に

し
て
お
り
、
対
話
の
場
面
で
は
職
位
や
職
責
、
年
齢
な
ど
が

違
っ
て
も
、
対
話
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
職
員
と
対
等
な
議

論
と
な
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
求
め
る
価
値
観

は
市
民
の
幸
せ
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
る
。
幸
せ
の
定
義
は

人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、
対
話
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

幸
せ
の
定
義
を
組
織
と
し
て
共
有
し
、
市
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

居住支援法人と
行政の連携は
日本共産党
中村　歩

学校給食無償化　食育をすすめるために／少
人数学級の実現へ　　　　　　　　　　　　

その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
低
所
得
者
な
ど
、

住
ま
い
の
確
保
が
困
難
な
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
中
に
は
、

本
市
に
住
み
続
け
た
い
希
望
を
持
ち
な
が
ら
も
、
民
間
賃
貸

住
宅
へ
の
入
居
が
厳
し
く
、
や
む
な
く
市
外
に
転
居
す
る
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
を
支
援
す
る
居
住
支

援
法
人
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
会
議
を
行
う
な
ど
、
市
と
協
力

体
制
を
作
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
と
聞
く
。
居
住
支
援
法

人
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
場
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
し
て
の
入
居
支
援
を

行
う
た
め
に
、
居
住
支
援
法
人
な
ど
の
居
住
支
援
団
体
、
不

動
産
関
係
団
体
、
地
方
公
共
団
体
の
三
者
が
連
携
す
る
京
都

府
居
住
支
援
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
こ
の
協

議
会
に
参
画
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
協
議
会
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
福
祉
部
局
と
住
宅
部
局
と
で
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新庁舎歴史資料展示室
整備の方向性は
平成自民クラブ
中小路　貴司

――その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
令
和
８
年
度
に
新
庁
舎
内
に
整
備
を
予
定
し
て

い
る
歴
史
資
料
展
示
室
は
、
本
市
の
文
化
財
の
魅
力
発
信
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
に
お
い
て
も
今
後
の
文
化
財
行
政
の
推
進
へ
の
重
点
事
業

と
な
る
が
、
整
備
に
あ
た
り
歴
史
資
料
展
示
室
の
目
指
す
方

向
性
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
歴
史
資
料
展
示
室
は
、
「
４
つ
の
つ
な
が
る
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
基
本
方
針
と
し
、
「
モ
ノ
」
「
ミ
ラ
イ
」

「
マ
チ
」
「
ヒ
ト
」
の
４
つ
が
施
設
を
通
し
て
つ
な
が
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
市
の
中
心
に
あ

る
利
点
を
生
か
し
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
集
客
・

交
流
、
誘
導
・
周
遊
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
市
役
所
に
来
庁
さ
れ
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
、
本
市
の
歴
史
文
化
の
一
端
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
市
内
小
・
中
学
生
を
中
心
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に

も
学
び
、
楽
し
め
る
施
設
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。　
　
　

展示室基本計画より抜粋
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医学的知識を踏まえた
ライフデザイン教育を
輝（かがやき）
宮小路　康文

健康診断について　　　　　　　　　　　　その他の
一般質問

問
（
議
員
）
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
年
齢
に
応
じ
た
適
切
な
医
学

的
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
将
来
の
社
会
的
立
場
や
収
入
の
安

定
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
送

る
こ
と
で
、
人
生
の
選
択
肢
も
広
が
る
も
の
と
考
え
る
。
学

齢
期
か
ら
医
学
的
な
知
識
と
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
一
体

的
に
提
供
す
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答
（
市
側
）
　
本
市
で
は
、
学
齢
期
に
お
け
る
医
学
的
な
知
識

と
し
て
、
発
達
年
齢
に
応
じ
た
体
の
成
長
や
性
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
学
校
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
る
。
一

方
で
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
中
学
校
の
家
庭
科
で

家
庭
と
家
族
の
関
係
な
ど
の
学
習
を
行
い
、
家
族
の
一
員
と

し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
意
義
な
ど
を
学
習
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
家
族
家
庭
の
機
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。

今
後
も
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
付
け
、
子
ど
も
達
が
自
分
の
力
で
将
来
を
切
り
開
く
た

め
の
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

青少年の体験・交流に
おける今後の展望は
長岡京黎明の会
中村　亮太

問
（
議
員
）
　
長
岡
京
市
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、
子
ど
も
が

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
多
様
な
体
験
機
会
に

恵
ま
れ
て
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
心
と
力
を
培
っ
て
い
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
の
実
現
に
は
、
青
少
年

を
健
全
に
育
む
場
と
し
て
の
体
験
・
交
流
の
場
の
充
実
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
今
後
の
取
り

組
み
や
展
望
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。　
　
　
　
　

答
（
市
側
）
　
施
策
の
方
向
性
と
し
て
も
体
験
と
交
わ
り
の
場

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
で

き
な
い
体
験
を
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の

学
び
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
今
後
は
、

こ
の
よ
う
な
体
験
や
交
流
の
場
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
事
業
の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。
現
在
、
社
会
教
育
委
員
会
議
に
お
い
て
、
今
後
の
生
涯

学
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
提
言

を
基
に
新
た
な
施
策
展
開
に
つ
な
げ
た
い
。　
　
　
　
　
　

――その他の
一般質問

議会TOPIC 委員会ってどんなもの？

特別委員会

ほかに

総務産業常任委員会
企画、総務、農林業、
商工業、防災など

建設水道常任委員会
都市計画、道路、交通、
公園、上下水道など

文教厚生常任委員会
福祉、保健、子育て、
教育、文化、環境など

予算審査常任委員会
予算に関すること

常任委員会は、本会議から付託された議案や、多岐にわ
たる市政業務について、より深く話し合うため、それぞれ
の分野に分かれて審議や調査を行う機関です。　　　　　
付託議案の審査のほか、それぞれの委員会が所管する分
野でいま課題となっていること、これから進めて行くべき
方向性について、独自で調査や研究を行っています。　　
長岡京市議会には、現在以下の４つの常任委員会があり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別委員会は、特定の市政の課題等
に対応して、必要な時に設置されます。
９月定例会では、決算を審査するた
めの決算審査特別委員会が設置されま
す。　　　　　　　　　　　　　　　
ほかに、現在は議会改革特別委員会
が設置されています。　　　　　　　

議会運営の協議や議会改革の取り組
みを進める議会運営委員会、市政の課
題などへの調査研究のための議員政策
研究会などもあります。　　　　　　

れい めい


